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めるという。 「あえいおうーカケキコクー」 という具 、 そして、早口言葉、次が母音練習である。締 は呼吸体操である。
また、
50代の女優の親友は、朝から「ああああいいいいうう















先生のところに声のトレーニングにきていた。とても熱心に練習していた。なかでも母音発声、ことばの母音だけを取り出し発するのである 例えば「いざ、ローランドへ、忠実なるハイランダーたちが、続々とやってきた。 ・・・」これを母音のみで練習すると「イア、 オーアンオエ、 イウイウアウアイアンアーアイア、オウオウオアウエイア・・」となる。これを何度も自分の中で子音のイメージ 付くまで、 練習す と 一般にはフォルマント図５という口腔の形 定まり、発音が明瞭で声も負担をかけず良くなってゆくのである。歌ももちろん同じ練習をする。俳優座のボイストレーニングを指導していた人 、声楽家であったという。杉村春 は喉に落とさな 声で 響く声を求めていた。長時間声を出しても変わらない訓練をしていた。鼻音をうまく使い声帯を触らない声の出し方 この方は少し鼻にかかった声で独特な声質であ た。声とは、声帯を振動させることで音を出すという単純な仕組みで発生 ものである。
その振動とは、呼吸という作業により、体の中に取込まれた














識）呼吸では吸気は鼻か入ってくる。ところが発声する時はたくさんの空気が必要なため、６対４で口からも息 必要とされる（図２） 。６が鼻、４が口である。また「横隔膜（※２）を下げて、上げて」などということについ 、呼吸で得られた空気は図２のような流れで体内に入り、図３のような横隔膜の動
き図４に助けられて声帯を揺らすことにより、 発声が行われる。
※２横隔膜とは、胸腔と腹腔の間にある筋と腱で構成されて










骨盤などの正位置から導き、 声の共鳴場所を外から触って探す。これも「アー」と声出ししている時にパートナーに触れてもらうとパートナーの手が振動を感じてくれる位置を認識し、そこに響くように声出しをしてゆく。３．メトード（実践のヴァリエーション）○スタンス ： 体と心のリラックスが必要といえる。足 肩、胴、




































い、いくらでも話せるなど、演劇には欠かせない。声に対しての研究が盛んに行われている現在、幸福な演技者が増えることと期待したい。また体操にお ては図解でき いが、 「坐骨」 「仙骨」が重要なキーポイントであ 。新生児には、正しい発声を２～３歳の言葉を発するま に身についている。しかし、言葉を早く話してほしい日本の親たちが願い、その発声法を奪い取ってしまう。本来、声は声帯を通るが、鳴らさないと考えるべきである。体の風（空気＝呼気） すことで発せられるものである。その後、舌、頬、口、ありゆる筋肉群が補佐して言葉らしい音が生まれ、それを整理 てゆくことによっ 意味のある言葉を知ることになっただけである。その思考回路 （大脳）が各国の人と言葉が違う はそ 結果 日本語は日本の生活様式からうまれたといえ うつくしい言葉を心地よく話すことを、芝居の役者から伝承してい きた と祈ると ろである。
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